
＜南丹市・平成２２年度＞ 

「共同募金改革推進モデル支会支援事業 事業報告書」（平成 22 年度分） 

Ⅰ.概要 

1 支会名 南丹市共同募金委員会 

2 事業名 委員会立ち上げ事業 

Ⅱ.事業概要 

1 事業の目的 

  

平成 22 年度に「南丹市共同募金委員会」が立ち上がり、今までの募金のシステムと変りまし

た。それに伴って、当会専用の封筒や集金袋を作成し、住民の方々により共同募金への理解

をはたらきかけることを目的とする。 
 

2 事業内容 

 実施した会議・委員会やイベント等の実施日・参加者・主な協議内容、作成物の 

内容や配布先等を記入してください（別紙可）。 

  
9/15 南丹市共同募金委員会 設立委員会（委嘱状交付）              

10/1 募金運動スタート  街頭で広報（８ヶ所） 

10/6 審査委員会（審査委員会の役割とは）                  

12/6 審査委員会によるヒヤリング（公募分について） 

<作成物> 

・南丹市共同募金委員会 封筒（大・小）  

・南丹市共同募金委員会 集金袋（領収書付き）14,000 部  

・全戸配布チラシ 14,000 部                            

 

   

   

   

3 事業の成果 

 他地域への成果普及のため具体的にご記入ください。なお、当該項目について、 

別途冊子等にまとめている場合は、そちらを添付いただければ結構です。 

(1)事業の成果 

  

市民に対してチラシ等で広報することにより、募金したものが自分達の生活をよりよくする

為に使用されていることがわかって頂けた。歳末を一緒に集めることにより、区長さん等か

ら好評であり、集金業務に対する抵抗が軽減された。 
 

  

 

   



(2)当初の予定・ねらいと成果の比較 

  

今までは住民の中に「共同募金＝社協への寄付」といった誤ったイメージがあったので、今

年度を機会に「共同募金」のイメージを変えたいというねらいがあった。集金袋を作り、集

め方を説明する中などで、若干ではあるがねらいは達成したと考える。 
 

(3)事業の進め方についての振り返り・評価 

  

年度途中からのスタートだったので、行程が忙しくせわしなかったのが反省点である。歳末

助けあいと一緒に集金したこともあり、募金額がかなり減ってしまった。 
 

(4)モデル事業で得られたノウハウ等 

  

特にありません。 

 

4 平成 23 年度以降の予定 

 2 か年の事業が終了した際は、助成事業の成果を今後どのように発展・普及させて 

いくのかの展開方策を具体的にご記入ください。1か年目の事業が終了した場合は、 

2 か年目の事業計画をご記入ください。 

  

南丹市共同募金委員会の中で、新しい広報のあり方や住民へのアピールについて十分に検討

する。  

 













＜南丹市・平成２３年度＞ 

「共同募金改革推進モデル支会支援事業 事業報告書」（平成 23 年度分） 

Ⅰ.概要 

1 支会名 南丹市共同募金委員会 

2 事業名 募金運動広報・啓発活動推進事業 

Ⅱ.事業概要 

1 事業の目的 

  

本事業は、住民の方々への募金運動に関する情報提供、広報・啓発活動の強化により、南丹市共同

募金委員会の周知を図るとともに、募金活動への理解と活性化を促進することを目的とする。 
 

2 事業内容 

 実施した会議・委員会やイベント等の実施日・参加者・主な協議内容、作成物の 

内容や配布先等を記入してください（別紙可）。 

  

H23.9.9 南丹市共同募金運営委員会 

 区長会、民生委員、福祉団体など 20 名で構成。 

 共同募金推進計画、戸別募金、街頭啓発、募金箱の設置、広報等について協議、承認を得る。 

H23.9.22 募金運動協力依頼（チラシ等配布） 

 依頼文・広報チラシを市内各区長及び全戸に配布し、「赤い羽根共同募金」と「歳末たすけあ 

 い募金」の一括依頼、募金の使い道等について趣旨説明し、募金運動への協力を呼びかける。 

 また、南丹市および南丹市社協の広報誌にて募金運動に関する記事を掲載する。 

H23.10.1～ 南丹市 CATV による募金運動啓発活動の実施  

 南丹市共同募金委員会会長である南丹市長から「赤い羽根共同募金」と「歳末たすけあい募 

 金」の一括依頼、募金の使い道等について趣旨説明し、協力を呼びかける。 

H23.10.3 街頭啓発実施 

 南丹市共同募金委員会運営委員、社協理事・職員、市役所職員計 50 名が参加。市内 8箇所にて 

 ポケットティッシュとリーフレットを配布し募金運動について呼びかけ、朝と昼に実施時間帯 

 を分けて啓発活動を行う。 

H23.10.3～12 月末 募金箱の設置 

 運営委員・社協職員・市役所職員が南丹市内に募金箱の設置依頼をし、35 ヶ所に設置する。 

H23.10 中旬～ 法人募金の依頼 

 運営委員・社協職員・市役所職員が南丹市内の法人（企業）38社に募金依頼の企業回りをし、 

 14 社から募金協力を得る。 

 

 

   

   

   

   

   

   

   



＜作成物＞ 

・ポケットティッシュ        2,000 部     

・募金運動協力依頼・広報チラシ  全戸配布（13,000 部） 

・募金集金袋           全戸配布（13,000 部） 

・南丹市共同募金委員会封筒     5,000 部 

  

   

 

3 事業の成果 

 他地域への成果普及のため具体的にご記入ください。なお、当該項目について、 

別途冊子等にまとめている場合は、そちらを添付いただければ結構です。 

(1)事業の成果 

  

・募金運動に関わる映像のケーブルテレビでの長期放映や、委員を動員しての街頭啓発の実施等に

より、住民の方々に募金の趣旨や使い道、また南丹市共同募金委員会の存在について知ってもらう

機会をより多く提供できた。また、広報・啓発用チラシを全戸配布するだけでなく、街頭啓発の際

にポケットティッシュと一緒に人の手で渡すことで、より多くの人に手に取ってみてもらうことが

出来た。 

・今年度初めての取り組みとなる法人募金では、職員だけでなく地域に顔馴染みのある委員と一緒

に直接訪問して依頼することで、募金運動への理解・協力を得ることができた。 

・以上のような広報・啓発活動への積極的な取り組みにより、募金総額の増加には至らなかったも

のの、戸別募金以外での募金額の増加を達成できたことから、南丹市共同募金委員会の周知、募金

運動への理解促進に一定の成果を上げれたと考えられる。 

 

(2)当初の予定・ねらいと成果の比較 

  

・ケーブルテレビやチラシ配布など、今までの媒体手段の活用によって広報・啓発活動の強化に取

り組んだが、既存のものを活用するだけでは限界があるため、広報のための新たな手法の発案が必

要であると考えられる。 

・法人募金では、依頼文の発送と直接訪問をして募金協力を呼びかけたが、委員会の存在がまだま

だ周知されていないこともあり、募金目標額を下回る結果となった。法人募金の定着までには時間

がかかると考えられるので、長期的な計画を立てて実施していく必要があると考えられる。 

 

(3)事業の進め方についての振り返り・評価 

  

・運営委員会では、委員からもっと活発に意見を出してもらえるような委員会の形態を検討する必

要がある。 

・より多くの委員に広報・啓発活動に出席してもらえるように、年度当初に具体的な年間計画を示

し、事前に日程調整をしておくことが必要である。 

・職員・委員自身が募金についての知識を深め、募金運動を推進していく必要がある。 

 

(4)モデル事業で得られたノウハウ等 

  



4 平成 24 年度以降の予定 

 2 か年の事業が終了した際は、助成事業の成果を今後どのように発展・普及させて 

いくのかの展開方策を具体的にご記入ください。 

  

・広報手段を検討し直し、南丹市共同募金員会の周知の徹底と募金の使い道について透明性を図る

ことにより、募金活動への住民の理解・協力が得られるように取り組んでいく。 

・法人募金の計画的、継続的な実施を進める。 

・研修会や会議等に積極的に参加し、職員、委員の知識の向上に努める。 

 

   

 




